
2
0
2
2
年
の
全
国
大
会
は
、『「
文
明
化

さ
れ
た
社
会
」
を
こ
え
て
│
土
木
學
の
め

ざ
す
も
の
』
を
テ
ー
マ
に
、
京
都
市
で
開
催

さ
れ
る
。文
明
化
と
は
異
な
る
視
点
の
土
木

学
の
在
り
方
を
考
え
る
た
め
に
、こ
の
特
集

号
で
は
、急
激
に
文
明
化
が
進
め
ら
れ
た
明

治
・
大
正
期
で
は
な
く
、昭
和
初
期
に
着
目

す
る
。1
9
1
4
年
、
土
木
学
会
は
東
京
に

事
務
所
を
置
い
て
設
立
さ
れ
、当
初
よ
り
地

方
に
支
部
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
定
款
に
明
記
さ
れ
て
い
た
が
、実
際
に
支

部
が
設
置
さ
れ
た
の
は
1
9
2
7
年
の
関
西

支
部
が
初
め
て
で
あ
る
。そ
し
て
1
9
3
7

年
か
ら
1
9
4
1
年
に
か
け
て
各
支
部
が

設
立
さ
れ
、地
方
を
主
体
と
し
て
土
木
学
会

の
事
業
を
実
施
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
る

こ
と
と
歩
調
を
合
わ
せ
、1
9
3
6
年
の
役

員
会
に
お
い
て
、「
東
京
そ
の
他
大
学
又
は

専
門
学
校
所
在
地
を
選
び
毎
年
4
月
土
木

学
会
講
演
会
を
開
く
こ
と
」
が
議
決
さ
れ
、

第
1
回
全
国
大
会（
年
次
学
術
講
演
会
）が

1
9
3
7
年
4
月
、京
都
帝
国
大
学
を
講
演

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

第
1
回
全
国
大
会
に
は
、
全
国
か
ら

8
6
0
余
名
が
参
加
し
て
93
の
講
演
が
な

さ
れ
る
と
と
も
に
、京
都
お
よ
び
阪
神
方
面

の
視
察
見
学
（
表
1
）
に
も
4
3
0
余
名
が

参
加
す
る
な
ど
盛
況
を
呈
し
た
。こ
の
特
集

号
で
は
、
視
察
見
学
会
に
着
目
す
る
。
視
察

見
学
先
に
は
、明
治
以
来
進
め
ら
れ
た
土
木

事
業
に
よ
り
文
明
化
を
目
指
し
た
社
会
が
、

新
た
な
課
題
を
生
み
、改
築
・
拡
張
が
進
め

ら
れ
た
事
業
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、視
察

見
学
先
を
、文
明
化
を
目
指
し
て
い
た
当
時

の
視
点
と
、2
0
2
2
年
現
在
の
姿
と
比
較

す
る
こ
と
で
、文
明
化
さ
れ
た
社
会
以
後
の

土
木
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
と
考
え

る
か
ら
で
あ
る
。

第
1
回
全
国
大
会
に
お
け
る
見
学
会
に

つ
い
て
、ま
ず
土
木
史
研
究
の
視
点
に
よ
り

概
観
す
る
。
そ
し
て
見
学
会
視
察
先
よ
り
、

国
道
・
港
・
浄
水
場
・
下
水
処
理
場
・
セ

メ
ン
ト
工
場
を
取
り
上
げ
、1
9
3
7
年
当

時
お
よ
び
2
0
2
2
年
の
視
点
を
紹
介
す

る
。
視
察
先
で
あ
っ
た
京
阪
国
道
・
阪
神

国
道
・
神
明
国
道
は
、
大
正
時
代
に
制
定

さ
れ
た
国
道
2
号
の
道
路
改
良
、バ
イ
パ
ス

の
位
置
付
け
け
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、現
在

は
さ
ら
に
第
二
京
阪
道
路
・
第
二
阪
神
国

道
・
第
二
神
明
道
路
事
業
が
進
め
ら
れ
、持

続
的
に
強
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
道
路
整

備
の
現
状
を
紹
介
す
る
。江
戸
末
期
・
明
治

初
期
に
開
港
さ
れ
た
神
戸
港
・
大
阪
港
に

つ
い
て
、1
9
3
7
年
時
は
港
勢
や
市
域
の

拡
張
に
対
応
す
る
た
め
実
施
さ
れ
て
い
た

修
築
事
業
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
現
在
、

「文明化された社会」をこえて
─土木學のめざすもの─
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2
0
1
0
年
に
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
に

選
定
さ
れ
た「
阪
神
港
」
に
お
い
て
取
り
組

ま
れ
て
い
る
先
進
的
な
事
業
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。明
治
期
か
ら
給
水
が
開
始
さ
れ
て
い

た
蹴
上
浄
水
場
・
奥
平
野
浄
水
場
に
つ
い

て
、1
9
3
7
年
時
の
大
都
市
形
成
と
水
道

事
業
の
拡
大
を
踏
ま
え
た
考
察
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、創
設
時
の
水
道
シ
ス
テ
ム
を

後
世
に
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、安
全
・
安
心

な
水
道
水
の
確
保
に
務
め
て
い
る
現
状
に
つ

い
て
報
告
す
る
。吉
祥
院
下
水
処
理
場
・
津

守
下
水
処
理
場
に
つ
い
て
、1
9
3
7
年
時

の
最
新
の
衛
生
工
学
技
術
の
粋
を
集
め
て

建
設
さ
れ
た
処
理
場
で
あ
る
こ
と
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
現
在
で
は
、
既
存
施
設
の

調
査
・
維
持
管
理
に
よ
る
事
業
の
継
続
と
、

流
入
量
の
増
加
・
減
少
に
と
も
な
う
施
設
・

処
理
機
能
の
適
正
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。見
学
先
の
中
で
唯

一
の
民
間
企
業
で
あ
っ
た
セ
メ
ン
ト
工
場
に

つ
い
て
、セ
メ
ン
ト
需
要
増
加
に
対
応
す
る

た
め
に
拡
張
さ
れ
た

1
9
3
7
年
前
後
の

浅
野
セ
メ
ン
ト
大
阪

工
場
の
状
況
に
つ
い

て
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
現
在
の
セ
メ
ン

ト
産
業
の
置
か
れ
た

状
況
や
低
炭
素
社
会

と
資
源
循
環
に
関
わ

る
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

ま
た
本
特
集
で
は
、

文
明
化
さ
れ
た
社
会

以
後
の
土
木
を
考
え

る
た
め
、
三
つ
の
視

点
を
紹
介
す
る
。
三

澤
信
吾
氏（
南
禅
寺

塔
頭
正
因
庵
住
職
）

か
ら
、
建
設
当
時
に

は
反
対
の
声
も
上

が
っ
た
一
方
で
、
現

在
で
は
京
都
の
代
表
的
な
風
景
と
し
て
定

着
し
て
い
る
南
禅
寺
境
内
に
あ
る
琵
琶
湖

疏
水
の
水
路
閣
に
つ
い
て
、南
禅
寺
の
立
場

か
ら
、古
代
中
国
の
堯
帝
の
逸
話
と
土
木
と

の
類
似
性
な
ど
、興
味
深
い
観
点
が
示
さ
れ

た
。
前
畑
温
子
氏（
産
業
遺
産
写
真
家
）
か

ら
は
、
産
業
遺
産
、
土
木
遺
産
を
巡
る
ま
ち

歩
き
を
企
画
す
る
経
験
を
踏
ま
え
、ま
ち
歩

き
を
す
る
際
に
大
切
に
し
て
い
る
点
を
紹

介
さ
れ
、土
木
遺
産
の
魅
力
か
ら
地
域
全
体

の
魅
力
へ
と
つ
な
げ
る
ヒ
ン
ト
を
紹
介
い
た

だ
い
た
。
磯
田
道
史
氏（
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
）か
ら
は
、歴
史
的
観
点
か
ら
、

土
木
と
文
明
・
文
化
・
技
術
の
関
係
や
、土

木
技
術
の
目
指
す
べ
き
方
向
や
技
術
者
の

在
り
方
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
い
た
。

本
特
集
を
通
じ
て
、文
明
化
を
支
え
て
き

た
土
木
工
学
が
、文
明
化
さ
れ
た
社
会
に
お

い
て
ど
う
貢
献
す
る
か
、土
木
学
が
目
指
す

方
向
性
の
ヒ
ン
ト
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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▶1937年4月11日（日）13 ～ 17時　京大図書館前集合
　Ａ班：比叡山、大津方面（観光／雨天中止）
　Ｂ班：八瀬、大原方面（観光）
　Ｃ班：京阪国道、吉祥院下水処理場、蹴上浄水場、琵琶湖疏水インクライン
▶1937年4月12日（月） 9～ 17時　大阪市庁前集合
　 大阪市御堂筋、地下鉄道、津守下水処理場、浅野セメント工場、大阪港、大阪北港、尼崎築港、阪神国道、
神戸港、奥平野浄水場、神明国道

写真1　 1937年第1回土木学会年次学術講演会の様子（白黒写真、参考文献（1、2））と講演会会場の現在（カ
ラー写真）

表1　視察見学プログラム

土木学会誌 Vol.107 No.9 September 20223




